
　平成19年４月１日に学校教育法の
一部が改正され、全ての幼稚園、小
学校、中学校、高等学校において、
特別支援教育を推進することが規定
されました。
　特別支援学校、特別支援学級、通
級による指導だけでなく通常の学級
においても発達障がいを含む全ての
障がいのある子どもたちへの支援が
始まっています。

幼稚園・小学校・中学校・高等学校の保護者のみなさまへ

特別支援教育特別支援教育
通常の学級における取組の例をご紹介します通常の学級における取組の例をご紹介します

○障がいのある子どもの自立や社
会参加に向けた主体的な取組を
支援する視点に立ち、一人一人
の教育的ニーズを把握し、持て
る力を高め、生活や学習上の困
難を改善又は克服するため、適
切な指導及び必要な支援を行う
もの

○発達障がいも含めて、特別な支
援を必要とする子どもが在籍す
る全ての学校において実施され
るもの

○障がいの有無やその他の個々の
違いを認識しつつ、様々な人々
が生き生きと活躍できる共生社
会の形成の基礎となるもの

ご存じ
ですか？

特別支援教育とは

幼稚園
　Ａ幼稚園では、言葉で思いをう
まく表現できず、つい乱暴な行
動をとってしまうＡちゃんに
ついて、担任が仲立ちとな
り、お互いの思いを伝える
ようなかかわりを続けて
います。
　保護者とも連携して、有
効な支援を考え、話し合っ
ています。

小学校
　Ｂ小学校では、授業の始め
に、その時間の予定を必ず黒板
に書いて伝えています。そのこ
とで、特別な支援の必要なＡさ
んは、学習の見通しがもて、落
ち着いて学習に取り組めます。
また、学級のどの子どもたちに
とっても、授業の予定がわかる
ことでより主体的に学習できる
環境となっています。

中学校
　Ｃ中学校では、学級ごとに生
徒に向けて特別支援教育にかか
わる理解教育を行いました。
不思議な行動と受け止めら
れていたことの背景がわか
り、特別な支援を必要として
いる生徒の困難さを理解
し、よりよいかかわりに
ついて考える機会になりま
した。

高等学校
　Ｄ高等学校では、保護者の理
解のもと、特別な支援を必要と
している生徒の「個別の指導計
画」を作成し、各授業において
の配慮事項を確認しました。ま
た、「個別の教育支援計画」を作
成し、卒業後の支援の継続につ
いて検討を始めました。



乳幼児期 幼稚園・保育所 小学校 中学校 高等学校 進学後
就労後

支援をつなぐことが大切です

「個別の教育支援計画」

共に育つ取組をすすめています

交流及び共同学習

すべての保護者のみなさまが、子どもたちの理解者、支援者です。
だれもが地域で生き生きとすごせる共生社会を、みんなでつくっていきましょう。

すべての保護者のみなさまが、子どもたちの理解者、支援者です。
だれもが地域で生き生きとすごせる共生社会を、みんなでつくっていきましょう。

島根県教育庁 特別支援教育室作成

・新しい幼稚園教育要領、小学校・中学校・高等学校学習指導要領では、学校
間の連携や交流を図るとともに、障がいのある子どもとの交流及び共同学習
の機会を設けることと明記されました。子どもたちはそのような学習の機会
から多くの学びを得ることができます。

で、支援をつなぎ、ひろげましょう

このリーフレットは、文部科学省委嘱平成21年度　「発達障害等支援・特別支援教育総合推進事業」により作成しました　平成22年３月

・学校が中心となり、保護者と一緒に地域・医療・福祉・保健・労働などの関係機関と連
携して必要な支援についての計画を立てます。
・乳幼児期から就労後までの支援が途切れないよう引き継ぎ、次の学校（職場）へ進んで
も安心して支援が受けられるようにしていきます。
・特別支援教育室ホームページに、島根県版参考様式を掲載しています。

島根県 特別支援教育室 検　索TEL：0852-22-5420　FAX：0852-22-6231


